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令和４年度『学校経営・教育活動評価』の結果報告 

 

今年度も本校の教育活動にご理解ご協力を賜り、ありがとうございました。 

児童、保護者の皆様にもご協力いただいた学校評価アンケートの結果をお知らせいたします。このアンケー

ト結果は学校評議員会でも報告し、学校評議員の皆様からもご意見をいただきました。一つ一つのご意見ご要

望についての回答を掲載しておりませんが、令和５年度の教育活動に活かし、さらに充実させてまいります。 

 

◎ 回収数  児童数 ３４３名  保護者・学校評議員数 １４５名   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童・保護者・学校評議員による評価】 

＜Ⅰ「家庭・地域と連携して教育を推進する学校」について＞ 

①開かれた学校づくり 

  

 

 

 

①学校連絡メールは、ファイルを添付することができません。今年度は Google Forms を使い、欠席連絡

や学校公開のアンケートや学校評価のアンケートなど皆様からご意見を頂き、ペーパーレス化をしてき

ました。しかし、皆様からのご意見が集まりにくくなったので、来年度は呼びかけの方法を変えて取り組

んでいきます。 

①学校 HP については、担当を決め少しずつ充実するようになってきました。来年度は内容をさらに充実

させ、学校の様子が皆さんに少しでも伝わるように取り組んでいきます。 

①保護者会のやり方については、研修などを通してさらに皆様の良い機会にしていきます。 
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令和５年３月１日 

☆ホームページの更なる活用でもっと開かれた学校

を目指していただきたいです。授業の成果物（工作、

習字、料理、音楽等）の様子を随時アップしたりす

る事で、保護者の興味を引くことができると思いま

すし、SDGs の観点からも、ペーパーレスを率先し

て目指して欲しいと思います。 

☆学校連絡メールに、各種お便りの PDF を添付して

いただけると、助かります。また、ペーパーレスに

もなりより良いと感じました。 

☆学校公開は、いつも国語や道徳の授業が多い印象で

す。他の科目も参観出来たら嬉しいです。 

☆保護者会は、普段なかなか顔を合わせない保護者同

士が集まれる良い機会なので、場の工夫をしていた

だきたいです。 

皆様からいただいたご意見、ご要望などの主なものを載せてあります。 

○・・肯定的意見  ●・・否定的意見  ☆・・要望または提言 

下の枠囲いの中には、考察や改善策等を記載しました。丸付き数字は設問番号に対応しています。 

 

グラフの見方 

上段…児童 下段…保護者・学校評議員 

左から「よい・あてはまる」→「だいたいよい・だいたいあてはまる」 

→「あまりよくない・あまりあてはまらない」→「よくない・あてはまらない」→「わからない」 
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＜Ⅱ「確かな学力の向上を図る学校」について＞ 

②授業力の向上 

 

 

 

③よく分かる授業の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②教員一人一人の授業力が向上できるように、校内でお互いの授業を参観し、改善に向けて協議等行ってい

ます。子供たちが「知る喜び」や「わかる喜び」を味わえることができる授業になるように取り組んでい

ます。 

③タブレット PC については、3 年目になり分かりやすい授業になるように活用しています。また、ICT 教

育については、大型提示装置を使って活用の工夫に取り組んでいます。学校全体で研修・研究をしている

ところです。さらに効果的な授業ができるように、他校の授業実践例なども参考にしながら取り組んでい

きます。子供たちのできる技量が、年々低年齢化しています。セーフティ教室や日々の指導から、インタ

ーネットの危険性などをさらに伝えていきます。 

☆わからない、できないことがあった時にもうでき

ないからいいと諦めてしまうことがあります。普

通のやり方だけではなく「こういうやり方もある

けどどう？」など違うアプローチの仕方も助言し

てもらえるとありがたいです。 

●宿題の様子からしかわかりませんが、宿題の意図

がわからないことが多いですし、ドリル的なもの

に終始しているのが気になります。もう少し意図

が伝わるような宿題・作業的ではない宿題になる

と面白いと思います。現場の担任の先生の裁量の

巾を増やして、楽しい教育が実現すればと思いま

す。 

☆ICT の更なる活用をお願いしたいと思います。子

供は遊びの天才です！それを活用できるように

遊ぶように自由に触って学べるコンテンツを導

入していただきたいです！ 

〇ICT 機器の活用に関しては、現状だと単純なコミ

ュニケーションの媒体としての使われ方が多い

気がしております。またGoogle などのインター

ネットの利用などもされており、機器とソフトウ

ェアの使い方に関しての習熟はできているよう

に感じました。しかし、利用においてのネットリ

テラシーや危険性など、「情報」を扱う中での注

意点に関しても指導していくべきかと感じてお

ります。 
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☆ダイバーシティの世の中を生きていく子供たち

なので、多様性を追求していってほしいと思いま

す。例えば、いろいろなタイプの障害者や外国人

等と交流する機会が普通にあったりすると良い

と思います。 

☆「優しい」は誰でもできるが、「思いやり」はそう

簡単に出来る事では無いので、優しさも大事だが

思いやりを教えてあげて欲しいと思います。 

○工夫したリコーダーの授業があったのは驚きま

したし、子供たちがリコーダーをできてよかった

です。ありがとうございます。 

○図画工作の授業に関して楽しみにしていたり、こ

んなのを作ったと子供から話を聞いたりするた

め、創造性などが良く育まれていると感じており

ます。 

○楽しそうに大根の間引きしたものを持って帰り、

料理に使ってくれるかどうか見届けていました。

素敵な教育活動だと思います。 

●いじめ又はいじめに繋がりそうだと思われる子

供たちのやり取りを最近良く耳にするようにな

ったので少し心配しています。 

☆イジメは悪い事、相手の命さえ簡単に奪ってしま

うという事を叩き込むには大人が常に見ている

という事を毎日伝え続けなければいけないと思

います。 

☆クリエイターの工房は綺麗に整頓されてないこ

とも多いです。そこから発想が生まれ易いために

もので物や作品を溢れさせたりしています。整然

とさせるばかりでなく、そのような空間作りも意

図的に行えると良いのではないでしょうか。 

○学校に行く機会に２階わたり廊下の作品を見て

います。他の学年の作品を見られるのも嬉しいで

す。 

＜Ⅲ「豊かな心をはぐくむ学校」について＞ 

④生命や人間尊重の精神の育成 

⑤豊かな感性や創造性の育成 

  

⑥環境教育・勤労生産教育の充実 

⑦いじめの防止と根絶 

 

⑧潤いのある学校環境 

 

④人権教育を柱とした道徳教育を推進していきます。多様性や思いやりも視点に入れながら、授業を展開し

ていけるようにします。 

⑤今年度も授業での活動制限がありましたが、工夫をして取り組むことができました。来年度も規制の緩和

がされ、通常の活動ができることを願っています。 

⑥今年度は、縮小していた学校畑の活動を充実できるように取り組みました。来年度も食育の充実を図って

いきます。 
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＜Ⅳ「健康・体力の向上を図り、安全を守る学校」について＞ 

⑨体力づくりの推進 

⑩健康教育・食育の推進 

⑪安全を守る学校 

 

＜その他＞ 

〇新型コロナウイルス感染症の対応や対策のこと 

・マスク着用について 

このことに関してご意見が多数ありました。マスク着用に関しましては、練馬区の感染防止ガイドラインに

則って、これからも対策を講じていきます。 

・学校連絡メールについて 

感染者が出た時の連絡の必要の有無についてのご意見が多数ありました。連絡がありがたいという意見の方

が多数ありました。5月 8日より新型コロナウイルスの感染症の位置づけが、現在の「２類相当」から

「５類」に移行した際には、他の感染症と同じくメール配信はなくなります。それまでは、今まで通り連絡

をしていきます。 

⑦学校いじめ防止基本計画に基づき、全教育活動において人権教育を柱とした心の教育の充実を図り、自他

の生命を尊重し、互いを思いやる心を育てます。スクールカウンセラーとの面談スケジュールは埋まって

いることが多いですが、心のふれあい相談員との面談スケジュールは空いております。 

⑧渡り廊下は、日当たりが良く作品の見栄えがとても良いです。随時ではありませんが、作品を展示してい

きますので、ご覧になってください。 

⑨休み時間での外遊びを奨励しています。その中で体力を付けさせていきます。体調の悪い児童につきまし

ては、無理に外に出なくてもよいことにしています。 

⑩薬物乱用については、毎年６年生がセーフティ教室で薬物乱用防止について外部の方から教えていただい

ております。いろいろなケースを考えて、取り組ませていきます。 

⑪自転車安全教室は、警察の方々をお招きして取り組んでいます。雨天の予備日も用意する時もありますが、

警察の都合上用意できないことがあります。常に予備日を用意するようにしていきます。 

●「20分休憩は必ず外で」となっていますが、子

供もその時の気分や体調で、ゆっくり教室で過

ごしたい時もあると思うので、自由に出来ない

ものかと感じます。 

○運動不足が気になる時代ですが、積極的に休み

時間を外で過ごすように指導を受けているとの

こと、ありがとうございます。 

☆薬物乱用についてはもっと強化していただきた

い。（薬物とは知らずに服用してしまう、させら

れてしまうケースなど） 

○子供と出かけている時に、学校でお巡りさんか

らこういうことを教えられたと交通安全に関し

ての知識を話してくれたりします。そういった

姿を見ると、学校側でしっかりと教育してくだ

さっているのだとありがたく感じつつ、非常に

良い取り組みだと実感しております。 

●自転車安全教室は６年間で１度しか機会がな

く、雨天だった場合、その学年は十分な指導を受

けられないのが残念に思います。 


